
四半期報告書

（第50期第１四半期）

自 平成28年４月１日

至 平成28年６月30日

株式会社 エヌアイデイ

千葉県香取市玉造三丁目１番５号

(Ｅ05322)

2016/08/08 18:25:37／16215379_株式会社エヌアイデイ_第１四半期報告書



目       次 

  頁

表 紙  

   

第一部 企業情報  

第１ 企業の概況  

１ 主要な経営指標等の推移 ………………………………………………………………………………………… 1

２ 事業の内容 ………………………………………………………………………………………………………… 1

第２ 事業の状況  

１ 事業等のリスク …………………………………………………………………………………………………… 2

２ 経営上の重要な契約等 …………………………………………………………………………………………… 2

３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 ………………………………………………… 2

第３ 提出会社の状況  

１ 株式等の状況  

(1）株式の総数等 …………………………………………………………………………………………………… 4

(2）新株予約権等の状況 …………………………………………………………………………………………… 4

(3）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等 ………………………………………………… 4

(4）ライツプランの内容 …………………………………………………………………………………………… 4

(5）発行済株式総数、資本金等の推移 …………………………………………………………………………… 4

(6）大株主の状況 …………………………………………………………………………………………………… 4

(7）議決権の状況 …………………………………………………………………………………………………… 5

２ 役員の状況 ………………………………………………………………………………………………………… 5

第４ 経理の状況 …………………………………………………………………………………………………………… 6

１ 四半期連結財務諸表  

(1）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………………… 7

(2）四半期連結損益及び包括利益計算書 ………………………………………………………………………… 8

２ その他 ……………………………………………………………………………………………………………… 13

第二部 提出会社の保証会社等の情報 ……………………………………………………………………………………… 13

   

［四半期レビュー報告書］  

 

2016/08/08 18:25:37／16215379_株式会社エヌアイデイ_第１四半期報告書



【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成28年８月10日 

【四半期会計期間】 第50期第１四半期（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

【会社名】 株式会社エヌアイデイ 

【英訳名】 Nippon Information Development Co.,Ltd. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 小森 俊太郎 

【本店の所在の場所】 千葉県香取市玉造三丁目１番５号 

【電話番号】 ０４７８（５２）５３７１ 

【事務連絡者氏名】 専務取締役 馬場 常雄 

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区晴海一丁目８番10号 

【電話番号】 ０３（６２２１）６８１１（代表） 

【事務連絡者氏名】 専務取締役 馬場 常雄 

【縦覧に供する場所】 株式会社エヌアイデイ 本社 

（東京都中央区晴海一丁目８番10号） 

株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 

 

2016/08/08 18:25:37／16215379_株式会社エヌアイデイ_第１四半期報告書



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第49期 

第１四半期連結 
累計期間 

第50期 
第１四半期連結 

累計期間 
第49期 

会計期間 
自平成27年４月１日 
至平成27年６月30日 

自平成28年４月１日 
至平成28年６月30日 

自平成27年４月１日 
至平成28年３月31日 

売上高 （千円） 3,907,002 3,960,004 17,102,693 

経常利益 （千円） 227,453 350,179 1,717,552 

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益 
（千円） 172,370 229,188 957,065 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 145,995 193,796 871,677 

純資産額 （千円） 8,317,043 9,082,706 9,042,375 

総資産額 （千円） 13,345,187 14,177,819 14,126,283 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 
（円） 45.53 60.55 252.82 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 62.3 64.1 64.0 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状況 

１ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

 

(1）業績の状況 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、株式相場・円相場の不安定な動きを背景に、企業収益や個人

消費の足踏み状態が続いております。また、海外においては、英国のＥＵ（欧州連合）離脱決定による影響への懸

念から、先行きへの不透明感が増大しております。

当社グループの属する情報サービス業界においては、景気の先行き不透明感は増大しているものの、企業のＩＴ

投資は緩やかな増加傾向で推移しました。一方で、技術者の不足感は強まりつつあり、人材確保の面では厳しい状

況が続いております。 

こうした状況の中、当社グループは、通信システム開発、情報システム開発、ネットワークソリューション、デ

ータ入力関連業務をトータルで提供する総合情報サービス企業として事業展開してきましたが、平成28年４月よ

り、複雑化／多様化するＩＴの進化や市場の変化に対して、従来以上に機動的かつ効率的に対応するために、事業

分野をエンベデッドソリューション事業、ＩＣＴイノベーション事業、フィナンシャルシステム事業、ネットワー

クソリューション事業に再編しました。それぞれの事業の強みを活かしつつＩＴの進化や市場の変化に柔軟に対応

し成長が見込まれる分野に注力することで持続的成長と拡大を目指しております。

このような取組みの結果、売上面では、エンベデッドソリューション事業の売上が減少したものの、ＩＣＴイノ

ベーション事業の売上が好調に推移したこと等により、増収となりました。利益面では、売上増に加え、ＩＣＴイ

ノベーション事業において前期発生した不採算案件の収束等により、大幅な増益となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高3,960百万円（前年同四半期比1.4％

増）、営業利益327百万円（同86.7％増）、経常利益350百万円（同54.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は229百万円（同33.0％増）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を

変更しており、以下の前年同四半期比較については、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた

数値で比較しております。

①エンベデッドソリューション事業

当事業では、カーエレクトロニクス分野、医療分野の売上・利益が減少しました。この結果、売上高は515百

万円（前年同四半期比22.6％減）、営業利益は7百万円（同83.5％減）となりました。 

②ＩＣＴイノベーション事業

当事業では、ホームエレクトロニクス、社会インフラ、企業システムの売上が増加しました。また、前期発生

した不採算案件の収束により利益が改善しました。この結果、売上高は801百万円（同21.0％増）、営業利益は

65百万円（前年同四半期は41百万円の営業損失）となりました。

③フィナンシャルシステム事業

当事業では、共済システムの売上が増加しました。この結果、売上高は1,024百万円（同4.1％増）、営業利益

は120百万円（同30.1％増）となりました。 

④ネットワークソリューション事業

当事業では、運輸業大手顧客からの売上が増加しました。この結果、売上高は1,246百万円（同1.9％増）、営

業利益は103百万円（同32.3％増）となりました。 
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⑤その他 

その他には、データソリューション事業、プロダクト事業、人材派遣事業を分類しておりますが、それぞれの

事業で安定した売上を確保しました。この結果、売上高は372百万円（同0.2％増）、営業利益は7百万円（前年

同四半期は21百万円の営業損失）となりました。 

 

(2）財政状態の状況 

（資産） 

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、現金及び預金並びに仕掛品の増加、受取手形及び売掛金の減

少等により、前連結会計年度末に比べ78百万円増加し10,346百万円となりました。固定資産は投資有価証券の減

少、繰延税金資産の増加等により、前連結会計年度末に比べ26百万円減少し3,831百万円となりました。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べ51百万円増加し、14,177百万円となりました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、短期借入金の増加、未払法人税等及び賞与引当金の減少等に

より、前連結会計年度末に比べ25百万円減少し2,301百万円となりました。固定負債は退職給付に係る負債の増加

等により、前連結会計年度末に比べ37百万円増加し2,793百万円となりました。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ11百万円増加し、5,095百万円となりました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、利益剰余金の増加、その他有価証券評価差額金の減少等によ

り、前連結会計年度末に比べ40百万円増加し9,082百万円となりました。

この結果、自己資本比率は64.1％（前連結会計年度末は64.0％）となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,479,320

計 17,479,320

 
 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,369,830 4,369,830

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 4,369,830 4,369,830 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成28年４月１日～

 平成28年６月30日
－ 4,369,830 － 653,352 － 488,675

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  584,400 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,782,700 37,827 同上

単元未満株式 普通株式   2,730 － －

発行済株式総数 4,369,830 － －

総株主の議決権 － 37,827 －

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社エヌアイデイ
千葉県香取市玉造三丁目

１番５号
584,400 － 584,400 13.37

計 － 584,400 － 584,400 13.37

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、新宿監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,327,610 6,774,818 

受取手形及び売掛金 2,931,993 2,290,365 

有価証券 208,337 208,339 

仕掛品 279,823 557,274 

繰延税金資産 347,319 347,281 

その他 173,394 168,452 

流動資産合計 10,268,478 10,346,532 

固定資産    

有形固定資産 263,040 251,611 

無形固定資産 117,291 109,253 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,546,002 2,484,198 

繰延税金資産 559,313 611,507 

差入保証金 268,218 268,090 

その他 103,939 106,623 

投資その他の資産合計 3,477,473 3,470,421 

固定資産合計 3,857,805 3,831,286 

資産合計 14,126,283 14,177,819 

負債の部    

流動負債    

買掛金 425,365 394,197 

短期借入金 － 390,000 

未払金 317,939 383,706 

未払法人税等 354,791 116,551 

賞与引当金 868,643 451,458 

その他 361,112 566,073 

流動負債合計 2,327,851 2,301,987 

固定負債    

退職給付に係る負債 2,163,442 2,207,720 

役員退職慰労引当金 541,050 546,900 

資産除去債務 38,310 38,504 

その他 13,254 － 

固定負債合計 2,756,056 2,793,125 

負債合計 5,083,908 5,095,112 

純資産の部    

株主資本    

資本金 653,352 653,352 

資本剰余金 488,675 488,675 

利益剰余金 8,761,870 8,837,593 

自己株式 △1,226,780 △1,226,780 

株主資本合計 8,677,116 8,752,840 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 352,832 318,679 

退職給付に係る調整累計額 12,425 11,186 

その他の包括利益累計額合計 365,258 329,866 

純資産合計 9,042,375 9,082,706 

負債純資産合計 14,126,283 14,177,819 
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 ※ 3,907,002 ※ 3,960,004 

売上原価 3,270,102 3,177,013 

売上総利益 636,900 782,990 

販売費及び一般管理費 461,593 455,652 

営業利益 175,306 327,338 

営業外収益    

受取利息 1,266 1,253 

受取配当金 17,097 19,414 

投資有価証券売却益 32,315 － 

その他 3,456 3,998 

営業外収益合計 54,134 24,665 

営業外費用    

支払利息 312 374 

租税公課 1,675 1,090 

その他 － 360 

営業外費用合計 1,987 1,824 

経常利益 227,453 350,179 

特別利益    

固定資産売却益 － 507 

投資有価証券売却益 42,001 － 

特別利益合計 42,001 507 

特別損失    

固定資産除却損 － 801 

投資有価証券評価損 － 7,196 

特別損失合計 － 7,997 

税金等調整前四半期純利益 269,454 342,689 

法人税等 97,084 113,500 

四半期純利益 172,370 229,188 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 172,370 229,188 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △25,249 △34,152 

退職給付に係る調整額 △1,125 △1,239 

その他の包括利益合計 △26,374 △35,392 

四半期包括利益 145,995 193,796 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 145,995 193,796 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日。以下

「回収可能性適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可能性に関す

る会計処理の方法の一部を見直しております。

 回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第49項(4)に定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項(3)①から③に該当する定めを適

用した場合の繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前連結会計年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額と

の差額を、当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加算しております。

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首において、繰延税金資産（投資その他の資産）、利益剰余金がそ

れぞれ35,804千円増加しております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この変更による当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

は軽微であります。

 

（四半期特有の会計処理）

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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（四半期連結損益及び包括利益計算書関係）

※ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自 

平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

 当社グループでは、システム開発事業において、売上高の計上の基準となる検収が第２四半期連結会計期間及び第

４四半期連結会計期間に集中する傾向があるため、第１四半期連結会計期間及び第３四半期連結会計期間は売上高が

低くなっております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

減価償却費 25,660千円 21,604千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり 
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日 

定時株主総会
普通株式 177,920千円 47円  平成27年３月31日  平成27年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり 
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月27日 

定時株主総会
普通株式 189,270千円 50円  平成28年３月31日  平成28年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
 

エンベデッド
ソリューショ
ン事業 

ＩＣＴイノベ
ーション事業 

フィナンシャ
ルシステム事
業 

ネットワーク
ソリューショ
ン事業 

その他 

売上高            

外部顧客への売上高 664,992 662,608 984,076 1,223,529 371,794 3,907,002 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

53,623 88,375 71,407 11,648 185,602 410,656 

計 718,615 750,984 1,055,484 1,235,177 557,396 4,317,658 

セグメント利益又は損

失（△） 
47,305 △41,809 92,894 78,198 △21,381 155,206 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差 

額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 155,206

セグメント間取引消去 1,066

全社費用（注） 19,083

棚卸資産の調整額 △143

その他 93

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 175,306

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

 「Ⅱ 当第１四半期連結累計期間 ３．報告セグメントの変更等に関する事項」に記載のとおりです。 

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
 

エンベデッド
ソリューショ
ン事業 

ＩＣＴイノベ
ーション事業 

フィナンシャ
ルシステム事
業 

ネットワーク
ソリューショ
ン事業 

その他 

売上高            

外部顧客への売上高 515,034 801,584 1,024,181 1,246,687 372,516 3,960,004 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

65,668 13,096 54,538 21,780 176,621 331,705 

計 580,702 814,681 1,078,719 1,268,467 549,138 4,291,709 

セグメント利益 7,822 65,981 120,828 103,428 7,167 305,228 

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 305,228

セグメント間取引消去 1,294

全社費用（注） 20,682

棚卸資産の調整額 131

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 327,338

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

(セグメント区分の変更) 

 当第１四半期連結会計期間より、組織変更を行ったことに伴い、事業セグメントの区分方法を見直し、「通信シ

ステム事業」「情報システム事業」「ネットワークソリューション事業」「NID・IS」「NID・IE」「NID東北」と

していた報告区分を、「エンベデッドソリューション事業」「ＩＣＴイノベーション事業」「フィナンシャルシス

テム事業」「ネットワークソリューション事業」「その他」に変更しております。

 なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載し

ております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却方法

の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減

価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、この変更による当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 45円53銭 60円55銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 172,370 229,188

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
172,370 229,188

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,785 3,785

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年８月10日

株式会社エヌアイデイ 

取締役会 御中 

 

新宿監査法人 

 

 
指定社員
業務執行社員

  公認会計士 末益 弘幸  印 

 

 
指定社員
業務執行社員

  公認会計士 遠藤 修介  印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エヌア

イデイの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から

平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行

った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エヌアイデイ及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

    ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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【表紙】
 

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成28年８月10日

【会社名】 株式会社エヌアイデイ

【英訳名】 Nippon Information Development Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 小森 俊太郎 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 千葉県香取市玉造三丁目１番５号

【縦覧に供する場所】 株式会社エヌアイデイ 本社

（東京都中央区晴海一丁目８番10号） 

株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 
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１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

 当社代表取締役小森俊太郎は、当社の第50期第１四半期（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日）の四半期報

告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。

２【特記事項】

 特記すべき事項はありません。
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